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む
か
わ
黒
毛
和
種
共
進
会
開
催

品
位
と
資
質
の
高
さ
評
価  

今
後
に
期
待

　

鵡
川
和
牛
改
良
組
合
主
催
の
「
む
か

わ
黒
毛
和
種
共
進
会
」が
６
月
３
日
、汐

見
の
鵡
川
家
畜
市
場
で
行
わ
れ
た
。

　

開
会
式
で
主
催
者
を
代
表
し
て
鎌
田

拓
弥
和
牛
改
良
組
合
長
が
「
今
共
進
会

を
機
に
２
０
２
７
年
の
全
国
共
進
会
に

向
け
、
組
合
員
が
協
力
し
て
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。
来
賓
の

む
か
わ
町
栃
丸
直
士
町
長
は
「
開
催
を

祝
す
と
と
も
に
全
共
に
も
期
待
し
て
い

ま
す
」
と
挨
拶
し
た
。
Ｊ
Ａ
む
か
わ
長

門
宏
市
組
合
長
は
「
依
然
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
い
ま
す
が
、
今
共
進
会
を
機

に
さ
ら
な
る
む
か
わ
牛
の
評
価
を
高
め

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
挨
拶
し
た
。
審

査
員
は
一
般
社
団
法
人
北
海
道
酪
農
畜

産
協
会
家
畜
登
録
改
良
部
改
良
指
導
課

の
白
澤
範
主
幹
が
務
め
た
。

　

審
査
は
全
道
大
会
に
あ
わ
せ
、
第
４

部
の
経
産
の
１
産
以
上
か
ら
審
査
を
開

始
し
、
第
５
部
の
11
ヶ
月
か
ら
14
ヶ
月

未
満
、
第
６
部
の
未
経
産
14
ヶ
月
～
17

ヶ
月
未
満
、
第
７
部
の
未
経
産
17
ヶ
月

～
20
ヶ
月
未
満
に
厳
選
し
た
22
頭
が
出

陳
し
た
。
白
澤
審
査
員
は
入
賞
牛
の
序

列
を
決
め
、
講
評
と
今
後
の
共
進
会
に

向
け
適
格
な
助
言
を
し
た
。

　

各
部
門
１
位
か
ら
選
ば
れ
た
最
高
位

賞
に
は
第
４
部
の
宇
南
山
知
也
さ
ん
の

「
し
じ
み
」
号
が
、
準
最
高
位
賞
に
は
㈱

Ｋ
フ
ァ
ー
ム
の
「
か
と
う
３
７
２
５
」号

が
受
賞
し
た
。
宇
南
山
さ
ん
は
「
最
高

位
賞
は
嬉
し
い
で
す
。
次
の
大
会
に
向

け
て
飼
養
管
理
な
ど
十
分
に
行
い
、賞
に

報
い
た
い
と
思
い
ま
す
」と
述
べ
た
。

　

審
査
講
評
で
白
澤
審
査
委
員
は
、
む

か
わ
牛
の
品
位
と
資
質
の
高
さ
を
評
価

し
「
今
後
の
日
胆
共
進
会
や
全
道
共
進

会
に
向
け
て
仕
上
げ
き
っ
て
ほ
し
い
」

と
期
待
を
込
め
た
。
最
高
位
賞
に
は
北

海
道
胆
振
総
合
振
興
局
や
む
か
わ
町
、

Ｊ
Ａ
む
か
わ
、ホ
ク
レ
ン
、鵡
川
和
牛
改

良
組
合
な
ど
か
ら
賞
状
と
記
念
品
が
贈

ら
れ
た
。

最
高
位
賞
4
部
の
宇
南
山
さ
ん
と
「
し
じ
み
号
」

6

３
月

日

宇南山友也 さん

しじみ号

最高位賞

　

各
部
門
の
入
賞
者
は
下
記
の
通
り
。

５
部
は
（
株
）
Ｋ
フ
ァ
ー
ム
の
「
み
る

き
い
」
号
。
６
部
は
宮
下
涼
一
さ
ん
の

「
す
も
も
」号
。
２
部
の
母
系
群
は
宇
南

山
知
也
さ
ん
の
「
し
じ
み
」
号
と
「
あ

さ
り
」
号
が
入
賞
し
た
。

　

共
進
会
終
了
後
、
鵡
川
家
畜
市
場
内

の
特
設
祭
壇
前
で
獣
魂
祭
を
行
っ
た
。

鵡
川
神
社
の
三
上
剛
宮
司
が
御
魂
に

祝
詞
を
捧
げ
、
関
係
者
代
表
者
と
共
に

玉
串
を
捧
げ
た
。

表彰状を受け取る（株）Kファームの加藤さん 表彰状を受け取る宇南山さん

㈱Ｋファームのみるきい号宇南山さんのしじみ号とあさり号

準
最
高
位
賞
４
部
の
「
か
と
う
３
７
２
５
号
」

未経産の部

㈱Kファーム 
かとう3725号

準最高位賞

経産の部

最高位賞・準最高位賞以外の１席

名誉賞 出品区分 牛名号 出品者名
最高位賞 ４部 しじみ 宇南山知也

準最高位賞 ４部 かとう3725 ㈱ Kファーム

区分 順位 牛名号 出品者名

４部
１位 しじみ 宇南山知也
２位 ひろ4347 野脇広夢
３位 みな 長門 達也

５部
１位 みるきい ㈱ Kファーム

２位 しろみ 田浦悟
３位 みなみ 伊藤正人

６部
１位 すもも 宮下涼一
２位 かとう3729 ㈱ Kファーム

３位 かつきん 松浦治記

７部
１位 かとう3725 ㈱ Kファーム

２位 かとう3718 ㈱ Kファーム

３位 ひろ4503 野脇広夢

２部 １位
しじみ

宇南山知也
あさり

令和８年度むかわ黒毛和種共進会入賞牛

参拝をする長門ＪＡ組合長

宮下さんのすもも号

宇南山 さん

しじみ・あさり

２部母系群１席

㈱Kファーム

みるきい

５部１席

宮下 さん

すもも

６部１席

最高位賞に宇南山さん

準最高位賞にKファーム
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５

末
月

ま
で

第
４
回
理
事
会
議
案
書

　

日
時　

令
和
８
年
４
月
10
日（
金
）午
後
１
時
30
分

　
【
報
告
事
項
】

１
．
３
月
末
事
業
進
捗
状
況
に
つ
い
て

　
【
付
議
事
項
】

議
案
第
１
号　
「
従
業
員
就
業
中
災
害
補
償
規
程
」の
改
正

　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て

議
案
第
２
号　

役
員
報
酬
に
つ
い
て

議
案
第
３
号　

固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

　

１
）Ｌ
Ｐ
ガ
ス
メ
ー
タ
ー
器
及
び
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
自
動
切
替
調

　
　
　

整
器
更
新

　

２
）８
号
倉
庫
舗
装
工
事

　

３
）エ
ン
ジ
ン
ヒ
ン
ジ
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
３
・
０
ｔ

第
５
回
理
事
会
議
案
書

　

日
時　

令
和
８
年
５
月
18
日（
月
）午
後
１
時
30
分

　
【
報
告
事
項
】

１
．
組
合
員
の
異
動
に
つ
い
て

２
．
４
月
主
要
行
事
に
つ
い
て

３
．
４
月
末
事
業
進
捗
状
況
に
つ
い
て

４
．
４
月
末
農
畜
産
物
販
売
実
績
に
つ
い
て

５
．
部
門
委
員
会
開
催
に
つ
い
て

     

１
）第
２
回
経
済
部
門
委
員
会　

５
月
13
日（
水
）

６
．「
疑
わ
し
い
取
引
」及
び「
反
社
会
的
勢
力
排
除
対
応
管

　
　

理
先
対
応
状
況
」報
告
に
つ
い
て

７
．
資
材
農
機
セ
ン
タ
ー
外
壁
塗
装
工
事
に
つ
い
て

８
．
春
闘
確
認
書
の
締
結
に
つ
い
て

９
．
令
和
７
年
度
財
務
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
実
施
に
つ
い
て

　
　
（
監
査
報
告
含
む
）

10
．
令
和
７
年
度
体
制
整
備
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
実
施
に
つ

　
　

い
て（
監
査
報
告
含
む
）

11
．
令
和
７
年
度「
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
戦
略
シ
ー
ト
」の
策
定
に

　
　

つ
い
て

12
．
行
政
庁
の
報
告
徴
求
命
令
に
基
づ
く「
マ
ネ
ー
・
ロ
ー

　
　

ン
ダ
リ
ン
グ
調
査
」に
つ
い
て

13
．
令
和
８
年
３
月
末
マ
ネ
ロ
ン
等
の
防
止
に
か
か
る
対

　
　

応
状
況
に
つ
い
て

14
．
令
和
７
年
度
総
対
的
な
リ
ス
ク
量
に
つ
い
て

　　
【
付
議
事
項
】　

議
案
第
１
号　

デ
ィ
ス
ク
ロ
ジ
ャ
ー
誌
の
作
成
に
つ
い
て

議
案
第
２
号　

役
員
賠
償
責
任
保
険
の
更
新
に
つ
い
て

議
案
第
３
号　

令
和
８
年
産
共
同
計
算
基
本
要
領
に
基
づ

く
重
要
事
項
の
決
定
に
つ
い
て

議
案
第
４
号　

固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

    

１
）資
材
・
農
機
セ
ン
タ
ー
倉
庫
屋
根
修
繕
工
事　

順
調
に
植
え
付
け
す
る
森
光
輝
さ
ん

密
苗
マ
ッ
ト

　

Ｊ
Ａ
む
か
わ
の
各
地
域
で
５
月
中

旬
か
ら
始
ま
っ
た
田
植
え
は
、５
月
末

で
ほ
ぼ
終
了
す
る
。
期
間
中
は
寒
い

日
や
雨
の
日
も
あ
っ
た
が
順
調
に
植

え
付
け
が
進
ん
だ
。

　

田
浦
地
区
の
森
光
輝
さ
ん
は
、29
日

か
ら
田
植
え
を
始
め
、「
お
ぼ
ろ
づ
き
」

と
「
き
ら
ら
３
９
７
」
８
㌶
を
作
付
け

し
た
。
苗
取
り
や
運
搬
な
ど
、７
名
で

１
日
約
２
㌶
を
植
え
付
け
し
た
。

　

森
さ
ん
で
は
密
苗
を
使
用
。
密
苗

は
通
常
の
苗
に
比
べ
て
苗
箱
あ
た
り

の
種
籾
を
倍
に
し
、高
密
度
で
苗
を
育

て
る
の
で
箱
数
も
半
減
し
、作
業
の
省

力
化
や
コ
ス
ト
削
減
に
な
る
。
育
苗

器
を
使
用
す
る
の
で
短
期
間
で
均
一

な
芽
揃
い
が
で
き
、田
ま
で
の
苗
の
運

搬
や
植
え
付
け
作
業
の
労
力
軽
減
に

つ
な
が
る
が
、苗
箱
更
新
で
経
費
が
か

か
る
。

　

森
さ
ん
は
「
昨
年
か
ら
米
不
足
が

話
題
に
な
っ
て
い
る
が
、私
た
ち
生
産

者
は
今
後
も
栽
培
管
理
を
万
全
に
し
、

美
味
し
い
お
米
を
消
費
者
に
届
け
た

い
」
と
話
し
た
。

豊穣の秋を期待して

令
和
８
年  

理
事
会
議
案
一
覧

　

蔬
菜
園
芸
振
興
会
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
部
会

（
須
藤
正
人
部
会
長
）は
、
今
年
度
、
販
売

額
15
億
６
０
０
０
万
円
を
め
ざ
し
、５
月
30

日
、
第
１
回
目
の
収
穫
が
始
ま
っ
た
。

　

㈲
内
海
ア
グ
リ
フ
ァ
ー
ム
で
は
、
６
月

８
日
か
ら
収
穫
を
始
め
た
。
11
日
は
曙
地

区
の
ほ
場
で
特
定
技
能
実
習
生
ら
17
名
が

収
穫
作
業
を
行
っ
て
い
た
。
内
海
久
俊
代

表
は
「
雨
が
少
な
く
て
苦
労

し
た
が
品
質
、食
味
と
も
ま
ず

ま
ず
の
出
来
に
な
っ
た
」と
話

し
た
。

　

収
穫
作
業
は
朝
８
時
か
ら

夕
方
４
時
頃
迄
で
、２
か
ら
３

人
が
一
組
と
な
り
、収
穫
し
た

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
葉
を
切
り
、

荷
台
コ
ン
テ
ナ
に
収
納
す
る
。

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
花
蕾
の
生

育
が
不
揃
い
で
、同
時
に
収
穫

で
き
な
い
た
め
、出
荷
規
格
に

合
わ
せ
て
収
穫
作
業
を
行
う
。

㈲
内
海
ア
グ
リ
フ
ァ
ー
ム
で

も
同
一
ほ
場
で
２
か
ら
３
回
に

分
け
て
収
穫
作
業
を
す
る
。

収
穫
し
た
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は

移
動
式
荷
台
コ
ン
テ
ナ
が
満

杯
に
な
る
ま
で
積
み
上
げ
、そ

の
後
、20
玉
を
小
コ
ン
テ
ナ
に

移
し
替
え
調
整
す
る
。
収
穫
で
き
る

時
期
に
よ
る
が
、
最
盛
期
１
日
に
出

荷
す
る
コ
ン
テ
ナ
数
は
３
０
０
０
を
ゆ

う
に
超
え
る
。

　

収
穫
し
た
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
鮮
度

を
落
と
さ
な
い
よ
う
に
集
荷
業
者
が

都
度
集
荷
し
て
い
く
。
㈲
内
海
ア
グ
リ
フ

ァ
ー
ム
の
今
年
度
の
作
付
面
積
は
40
㌶

（
延
べ
面
積
）で
、切
れ
目
の
な
い
定
植
と

栽
培
管
理
を
行
い
、霜
の
降
る
ま
で
収
穫

を
つ
づ
け
る
。

　
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
部
会
は
昨
年
度
10
法
人

と
８
名
で
14
億
４
０
０
０
万
円
を
販
売

（
粗
原
）し
た
。
２
０
１
６
年
か
ら
小
笠
原

正
実
前
部
会
長
の
熱
意
と
情
熱
で
ス
タ

ー
ト
し
た
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
栽
培
は
、Ｊ
Ａ

む
か
わ
蔬
菜
園
芸
振
興
会
部
会
の
１
番
手

に
躍
進
し
た
。

6

8
月

日
販
売
目
標
は
15
億
円

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
収
穫
順
調

収
穫
し
な
が
ら
収
納
コ
ン
テ
ナ
に
入
れ
て
い
く

収
穫
後
規
定
数
を
コ
ン
テ
ナ
に
入
れ
る

田
植
え
順
調
に
終
盤

　
Ｊ
Ａ
む
か
わ
の
今
年
の
水
張
り
面
積
は
９
４
４

㌶
で
自
主
米
や
加
工
米
合
わ
せ
て
販
売
額

15
億
６
０
０
０
万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。
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青年部が小学生体験授業を支援
　

Ｊ
Ａ
む
か
わ
青
年
部
19
名
は
５
月
26

日
、鵡
川
中
央
小
学
校
の
田
植
え
体
験
授

業
を
支
援
し
た
。

　

部
員
ら
は
豊
城
地
区
で
小
学
４
年
生

41
名
を
出
迎
え
た
。
児
童
は
３
名
の
担
任

の
先
生
に
引
率
さ
れ
、バ
ス
で
ほ
場
に
到

着
し
、
田
植
え
の
服
装
に
着
替
え
た
。

　

辻
雄
一
青
年
部
長
は
「
楽
し
ん
で
田
植

え
体
験
を
し
て
く
だ
さ
い
。
秋
に
は
皆
さ

ん
と
稲
刈
を
し
ま
し
ょ
う
」と
挨
拶
し
た
。

　

児
童
の
役
に
立
て
れ
ば
と
長
年
に
わ
た

り
田
ん
ぼ
を
提
供
し
て
い
る
桒
原
真
宜
部

員
は
、注
意
事
項
を
話
し
、田
植
え
の

手
ほ
ど
き
を
し
た
。

　

ほ
と
ん
ど
の
児
童
が
田
植
え
は
初

め
て
だ
っ
た
。
素
足
で
田
ん
ぼ
に
入

り
、
泥
に
足
を
取
ら
れ
な
が
ら
も
、
青

年
部
員
か
ら
手
渡
さ
れ
た
苗
を
て
い

ね
い
に
植
え
つ
け
た
。
に
ぎ
や
か
な

声
が
田
に
響
き
、順
調
に
田
植
え
は
進

ん
だ
。

　

１
時
間
ほ
ど
児
童
は
頑
張
っ
て
、
田

は
緑
に
な
っ
た
。
田
植
え
を
終
え
児
童

代
表
の
佐
々
木
君
は
「
田
植
え
の
準
備

を
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
楽
し
か
っ
た
の
で
ま
た
や
り
た

い
で
す
」と
話
し
た
。
愛
澤
さ
ん
は「
忙

し
い
中
、
時
間
を
作
っ
て
い
た
だ
き
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
お
米
に
な
っ

て
食
べ
ら
れ
る
の
が
待
ち
遠
し
い
で

す
」
と
感
想
と
お
礼
を
述
べ
た
。

　

田
植
え
終
了
後
、青
年
部
は
児
童
の
次

の
質
問
に
答
え
た
。
Q
「
植
え
た
品
種
と

面
積
は
」。
A
「
約
０
・
45
㌶
に
『
な
な

つ
ぼ
し
』
を
植
え
ま
し
た
」。
Q
「
何
日

で
収
穫
が
で
き
ま
す
か
」。
A
「
約
５
ヶ

月
間
で
す
」な
ど
の
質
疑
応
答
が
な
さ
れ

た
。

　

青
年
部
員
は
手
を
振
り
児
童
を
見
送

っ
た
。
Ｊ
Ａ
む
か
わ
青
年
部
は
収
穫
ま
で

の
肥
培
管
理
を
行
い
、今
後
も
食
農
支
援

を
続
け
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
る
。

鵡川中央小学校
4年生41名参加

「
田
植
え
最
高
！
」

5

26
月

日

「
田
植
え
最
高
だ
ッ
」

「田植え楽しい」
みんなで田植え

楽しいよ

「苗をありがとう」

真剣に

児童らを見送る青年部員

田んぼに入った児童たち

田んぼに入る前に

笑顔あふれて

ＪAむかわ (2026 年７月号) ＪAむかわ (2026年７月号)
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■
移
住
４
年
目

　
Ｊ
Ａ
む
か
わ
の（
有
）フ
ァ
ー
ム
ク
リ
エ
イ

ト
に
就
職
し
た
奥
竜
晟
さ
ん（
26
）は
今
年
４

年
目
を
迎
え
た
。
酪
農
を
経
営
す
る
中
田
賢

大
社
長
の
片
腕
と
し
て
、ま
た
、む
か
わ
町
に

と
っ
て
も
欠
か
せ
な
い
存
在
と
な
り
、Ｊ
Ａ

青
年
部
や
移
住
者
の
会
で
活
躍
し
て
い
る
。

　

む
か
わ
町
は
第
１
次
産
業
の
町
。
農
業
者

の
営
み
が
あ
れ
ば
Ｊ
Ａ
も
土
地
も
守
ら
れ
る

が
、
次
世
代
を
支
え
る
人
が
い
な
け
れ
ば
存

続
は
危
う
い
。

■
動
物
が
大
好
き

　

竜
晟
さ
ん
は
東
京
都
町
田
市
で
、２
男
１

女
の
長
男
に
生
ま
れ
た
。
両
親
は
保
育
士
で
、

共
働
き
の
家
庭
で
育
っ
た
。
子
供
の
頃
か
ら

動
物
が
大
好
き
で
、東
京
農
業
大
学
農
学
部

厚
木
キ
ャ
ン
パ
ス
動
物
科
学
科
に
進
学
。
学

生
時
代
は
コ
ロ
ナ
禍
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
や
リ

モ
ー
ト
授
業
が
多
く
、不
自
由
な
学
生
生
活

を
強
い
ら
れ
た
が
、
付
属
牧
場
で
実
技
も
習

得
し
た
。
４
年
生
に
な
り
、
北
海
道
別
海
町

や
中
標
津
で
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
、
毎
日

違
う
牧
場
で
働
い
た
。

　

就
活
の
た
め
３
日
間
、（
有
）
フ
ァ

ー
ム
ク
リ
エ
イ
ト
で
働
き
、中
田
社
長

と
話
を
し
て
気
さ
く
な
人
柄
と
人
間
と

し
て
の
魅
力
を
感
じ
、む
か
わ
に
就
職

す
る
こ
と
を
決
断
し
た
。

■
人
工
受
精
師
取
得

　

入
社
し
て
の
仕
事
は
、牛
の
給
餌
や

堆
肥
出
し
、搾
乳
な
ど
の
作
業
は
機
械

で
行
い
、勤
務
時
間
は
午
前
６
時
か
ら

11
時
。
午
後
は
15
時
か
ら
18
時
迄
で
、

変
則
的
だ
が
労
働
時
間
は
他
の
業
種

と
変
わ
り
が
な
い
。

　

竜
晟
さ
ん
は
何
よ
り
も
牛
と
接
す
る

こ
と
が
好
き
で
愛
情
を
注
い
で
い
る
。

搾
乳
し
て
い
る
80
頭
の
牛
の
健
康
状
態
に

は
特
に
気
を
配
り
、
ス
ト
レ
ス
が
た
ま
ら
な

い
よ
う
に
し
て
い
る
。
搾
乳
は
16
頭
を
一
気

に
搾
る
パ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
を
導
入
。
竜
晟

さ
ん
は
機
械
整
備
も
こ
な
し
、人
工
授
精
師

の
資
格
を
取
得
し
た
。
酪
農
牛
と
飼
育
し
て

い
る
黒
毛
和
種
の
繁
殖
牛
10
頭
の
発
情
に

合
わ
せ
て
人
口
受
精
を
す
る
。

■
青
年
部
で
視
野
広
が
る

　

竜
晟
さ
ん
は
「
社
長
は
話
し
や
す
い
人
な

の
で
仕
事
は
楽
し
く
、
信
頼
さ
れ
、
評
価
さ

れ
る
と
や
り
が
い
が
あ
る
」
と
笑
顔
が
こ
ぼ

れ
た
。
入
社
２
年
目
に
、
中
田
社
長
に
誘
わ

れ
、Ｊ
Ａ
む
か
わ
青
年
部
に
入
部
し
た
。
社

長
は
青
年
部
の
西
地
区
の
支
部
長
を
務
め
、

青
年
部
に
欠
か
せ
な
い
存
在
。

　

竜
晟
さ
ん
は
、青
年
部
で
の
学
習
会
や
研

修
会
、小
学
生
の
食
農
支
援
活
動
の
田
植
え

か
ら
稲
刈
り
、
脱
穀
作
業
な
ど
で
子
ど
も
た

ち
と
ふ
れ
あ
い
、
保
育
園
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
し
て
い
た
自
分
と
重
ね
合
わ
せ
、
両

親
の
姿
を
思
い
出
し
た
。

　

盟
友
と
話
す
こ
と
で
、
酪
農
以
外
の
水
稲

や
畑
作
、
蔬
菜
園
芸
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

を
知
り
視
野
が
広
が
っ
た
。
農
協
祭
で
盟
友

と
と
も
に
焼
き
そ
ば
を
作
り
、
来
場
者
と
歓

談
す
る
竜
晟
さ
ん
の
笑
顔
が
輝
き
を
増
し
た
。

　
■
町
の
役
に
立
ち
た
い

　
「
畑
で
ト
ラ
ク
タ
ー
に
乗
っ
て
い
る
と
手

を
振
っ
て
く
れ
る
人
が
い
る
。
優
し
い
人
達

の
住
む
こ
の
町
の
役
に
た
ち
た
い
。
尊
敬
で

き
る
中
田
社
長
の
も
と
で
今
後
も
仕
事
を
続

け
、安
心
安
全
で
お
い
し
い
牛
乳
や
乳
製
品

を
皆
さ
ん
に
届
け
ら
れ
る
よ
う
頑
張
っ
て
行

き
た
い
」
と
話
す
。

　

竜
晟
さ
ん
は
、法
成
寺
の
舛
田
那
由
多
住

職
の
交
流
の
場
「
移
住
者
の
会
」
に
も
加
入

し
、
つ
な
が
り
の
輪
を
広
げ
て
い
る
。
７
月

の
ま
ぶ
し
い
青
空
と
海
か
ら
吹
く
風
が
心
地

良
い
。
竜
晟
さ
ん
は
む
か
わ
の
風
に
な
っ
た
。

ＪAむかわ (2026 年7月号)ＪAむかわ (2026 年7月号)

　

自
動
包
装
機
械
に
よ
る
ほ
う
れ
ん
草
の
共
同
選
果
が
５
月

13
日
か
ら
始
ま
っ
た
。

　

昨
年
と
同
じ
く
順
調
に
生
育
し
、６
月
に
は
出
荷
量
も
増

え
、
共
同
選
果
場
で
は
日
量
２
０
０
㌜
を
道
内
外
の
市
場
に

出
荷
し
て
い
る
。

　

共
同
選
果
場
で
は
、生
産
者
が
前
日
の
夕
方
ま
で
に
ほ

う
れ
ん
草
の
根
切
と
下
葉
処
理
を
行
い
、コ
ン
テ
ナ
で
共

選
場
に
出
荷
し
、一
晩
予
冷
す
る
。
翌
日
、午
前
８
時
か

ら
臨
時
職
員
11
名
が
選
別
、１
５
０
㌘
に
計
量
し
て
コ
ン

ベ
ヤ
ー
に
置
き
、
自
動
包
装
後
、
箱
詰
め
す
る
。

　

使
用
す
る
袋
は
、ほ
う
れ
ん
草
の
呼
吸
作
用
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
、採
れ
た
て
の
味
と
栄
養
を
保
持
す
る
効
果
が

あ
る
鮮
度
保
持
用
包
装
資
材
を
使
用
。
袋
詰
め
さ
れ
た

ほ
う
れ
ん
草
は
、箱
詰
め
担
当
者
が
１
箱（
３
・
75
㌕
）に

25
袋
を
詰
め
、規
格
別
に
は
い
積
み
し
て
共
同
選
果
作
業

が
完
了
す
る
。
等
級
は
Ａ
Ａ
・
Ｂ
Ａ
の
２
種
類
。

　

全
生
産
者
が
出
荷
す
る
よ
う
に
な
る
と
、共
同
選
果
場

は
午
前
８
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
稼
働
し
、１
日
４
０
０

ケ
ー
ス
を
処
理
す
る
。

　

パ
ー
ト
職
員
で
チ
ー
フ
の
福
士
佐
紀
子
さ
ん
は
「
食

味
と
品
質
共
に
良
い
の
で
、鵡
川
の
美
味
し
い
ほ
う
れ
ん

草
を
皆
さ
ん
に
食
べ
て
い
た
だ
け
れ
ば
嬉
し
い
で
す
」と

話
し
た
。

　

ほ
う
れ
ん
草
は
、Ｊ
Ａ
む
か
わ
の
蔬
菜
の
先
が
け
と
し

て
始
ま
り
、
55
年
目
と
な
る
。
継
続
安
定
生
産
を
続
け
、

現
在
蔬
菜
園
芸
振
興
会
ほ
う
れ
ん
草
部
会
は
43
名
。
昨

年
の
販
売
高
は
１
億
４
０
０
０
万
円
。
共
選
場
は
10
月
下

旬
ま
で
５
ヶ
月
間
稼
働
予
定
。

　

ほ
う
れ
ん
草
部
会（
田
畑
松
夫
部
会
長
）は
ト
レ
ー
サ
ビ

リ
テ
ィ
（
栽
培
履
歴
）や
残
留
農
薬
等
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス

ト
制
度
の
遵
守
を
徹
底
し
て
い
る
。

8

５

13
月

日

と　き　7月11日（土）午後4時～8時
ところ　ＪＡむかわ  本部事務所駐車場

「2026年農協まつり」のお知らせ
キラリ
人   物

　今年度も組合員及び職員との交流を図り、町民の皆様に農業、農
協を応援して頂く「サポーターづくり運動」の取り組みとして農協
まつりを開催いたします。ビアガーデン、歌謡ショー、子どもたち
も楽しめる露天など。

　詳細はお祭りのチラシでご案内します。
　ご来場お待ちしています。

安定供給で市場と信頼築く
ほうれん草共同選果順調

昨年の会場の様子

重
さ
を
量
り
コ
ン
ベ
ア
へ
載
せ
る

さ
ん

お
い
し
い
牛
乳
や
乳
製
品
を
届
け
た
い

青
年
部
で
も
活
躍

（
有
）
フ
ァ
ー
ム
ク
リ
エ
イ
ト
社
員

　
　
奥 

竜
晟
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む
か
わ
町
の
姉
妹
都
市
、
富
山
県
砺
波

市
か
ら
２
０
１
８
年
、Ｊ
Ａ
む
か
わ
女
性
部

に
震
災
見
舞
と
し
て
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
球

根
が
贈
ら
れ
て
き
た
。
震
度
６
強
の
胆
振

東
部
地
震
か
ら
８
年
間
、
温
か
い
善
意
の

復
興
応
援
を
忘
れ
ず
に
、
女
性
部
は
開
花

後
堀
り
取
り
し
、
秋
に
植
え
た
。

　

今
年
は
４
月
下
旬
に
蕾
を
ふ
く
ら
ま
せ
、

５
月
に
開
花
し
た
。
花
壇
は
鵡
川
中
央
小

学
校
近
く
の
横
断
歩
道
の
左
右
に
あ
り
、

毎
日
児
童
を
見
守
り
、
街
中
を
歩
く
人
や

車
中
の
人
た
ち
の
心
を
癒
や
し
て
い
る
。

例
年
に
な
く
彩
り
鮮
や
か
に
咲
い
た
チ
ュ

ー
リ
ッ
プ
に
足
を
止
め
て
観
賞
し
、
写
真

撮
影
を
す
る
人
も
い
る
。

　

女
性
部
は
花
壇
に
看
板
を
作
成
し
、「
元

気
を
あ
り
が
と
う
」
と
寄
贈
先
の
富
山
県

花
卉
球
根
協
同
組
合
石
田
智
久
理
事
の
名

前
を
記
載
し
た
。
震
災
復
興
後
も
コ
ロ
ナ

禍
や
世
界
の
紛
争
は
留
ま
る
こ
と
な
く
続

い
て
い
る
が
、
善
意
の
花
は
み
ん
な
を
優

し
い
思
い
や
り
の
気
持
ち
に
さ
せ
て
く
れ
る
。

　

２
０
２
０
年
、
コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
な
砺
波
の

球
根
農
家
に
わ
ず
か
で
も
恩
返
し
が
し
た
い
と
、

富
山
県
花
卉
球
根
農
業
協
同
組
合
か
ら
８
０
０

球
を
購
入
し
、
寄
贈
の
球
根
と
共
に
大
切
に
管

理
し
て
き
た
。

　

髙
玉
千
代
子
理
事
は
「
砺
波
市
か
ら
贈
ら
れ

て
き
た
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
を
育
て
、
毎
年
元
気
を

頂
き
ま
す
。
今
年
は
去
年
よ
り
も
早
く
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
が
開
花
し
、
長
い
間
花
を
楽
し
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
つ
な
い
で
く

だ
さ
っ
た
縁
を
大
切
に
、
思
い
や
り
の
心
を
忘

れ
ず
に
、
い
つ
の
日
か
恩
返
し
に
砺
波
を
訪
れ

た
い
」
と
話
し
た
。

ＪAむかわ (2026年７月号)ＪAむかわ (2026 年７月号)

４

７
月

日

５

22
月

日

事
務
所
前
の
花
壇
に
花
植
え

街
を
彩
り  

元
気
と
癒
し
を

今
年
も
咲
い
た
砺
波
市
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

思
い
や
り
の
心
忘
れ
ず
に　

女
性
部
は
５
月
22
日
、Ｊ
Ａ
本
部
事
務

所
前
の
花
壇
に
花
を
植
え
た
。

　

女
性
部
役
員
は
定
植
前
に
彩
り
と
全
体

の
バ
ラ
ン
ス
考
え
、
一
鉢
ず
つ
花
を
植
え

た
。
植
え
た
花
は
「
ベ
コ
ニ
ア
」「
マ
リ
ー

ゴ
ー
ル
ド
」「
サ
ル
ビ
ア
」「
ブ
ル
ー
サ
ル

ビ
ア
」
の
４
種
類
。

　

関
真
紀
部
長
は
「
花
壇
は
Ｊ
Ａ
の
来
客

や
街
中
を
通
る
人
た
ち
の
心
を
和
ま
せ
て

き
ま
し
た
。
毎
年
楽
し
み
と
言
わ
れ
て
、花

壇
の
花
植
え
は
私
た
ち
も
楽
し
い
行
事
」と

話
し
た
。

　

女
性
部
は
、
長
く
咲

き
続
け
る
花
を
植
え
て

晩
秋
ま
で
咲
か
せ
、
Ｊ

Ａ
本
部
事
務
所
の
華
や

か
な
彩
り
を
絶
や
さ
な

い
よ
う
に
し
て
い
る
。

ま
た
、恐
竜
の
プ
ラ
ン
タ

ー
に
も
花
を
植
え
て
２

つ
の
玄
関
口
に
置
い
た
。

　

女
性
部
は
、
環
境
美

化
運
動
の
先
駆
け
と
し
て
、
胆
振
東
部
の

震
災
や
コ
ロ
ナ
禍
の
辛
く
困
難
な
時
代
に

も
花
を
植
え
続
け
、Ｊ
Ａ
や
街
中
に
元
気

と
癒
や
し
を
も
た
ら
し
て
き
た
。
そ
の
取

り
組
み
も
四
半
世
紀
を
超
え
た
。
建
物
の

ひ
さ
し
が
花
を
守
り
、
多
少
の
霜
が
降
り

て
も
晩
秋
ま
で
来
所
者
を
和
ま
せ
る
。

　

奥
野
恵
美
子
副
部
長
は
「
花
は
私
た
ち

の
心
を
い
や
し
、
明
る
く
な
れ
る
。
風
雨

に
負
け
ず
に
長
く
咲
き
続
け
、
町
民
の
方

た
ち
に
も
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
話

し
た
。

　同じく社会福祉協議会にはリングプルを寄贈した。社
会福祉協議会では木澤省司会長が「皆さんの取り組み
に感謝とお礼を申し上げます」と話した。

　女性部は４月７日、関真紀部長と奥野恵美子、椿文子
両副部長がむかわ町鵡川厚生病院を訪れ,、介護用カッ
ト布を寄贈した。
　厚生病院では「女性部の方々が作られた柔らかい綿
の布は大変役立っています。カット布は介護士や介護
助手の必需品で、お風呂やおむつ交換、洗面所などの清
掃に使用するので長年の寄贈に感謝しています」と長年
の寄贈にお礼を述べた。

JA女性部

満
開
を
迎
え
た
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
元
で
記
念
撮
影

花
壇
に
花
を
植
え
る
女
性
部
員
ら

JA女性部  寄贈 鵡川厚生病院に介護用カット布

社会福祉協議会には
リングプル

社会福祉協議会へリングプル寄贈

鵡川厚生病院にカット布寄贈

令和８年７月１日

ＪＡむかわ
ホームページ

リニューアルオープン
７月１日からＪＡむかわのホームページが新しくなります。
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Ｊ
Ａ
む
か
わ
は
今
年
度

採
用
の
ホ
ク
レ
ン
職
員
４

名
を
、
４
月
20
日
か
ら
５

月
１
日
迄
受
け
入
れ
、
実

習
体
験
を
行
っ
た
。
実
習

生
は
福
井
芽
衣
香
さ
ん
、

田
尾
美
涼
さ
ん
、
石
田
拓

さ
ん
、
吉
津
快
音
さ
ん
の

４
名
。

　

初
日
は
Ｊ
Ａ
の
概
要
を

学
び
、
翌
日
か
ら
農
業
振

興
部
で
補
助
金
申
請
に
係

る
図
面
確
認
の
仕
事
を
行

っ
た
。

　

そ
の
後
農
家
実
習
に
入

り
、Ｊ
Ａ
理
事
や
畜
産
農

家
で
、
餌
や
り
や
牛
舎
の

清
掃
な
ど
の
実
習
で
汗
を

流
し
た
。
農
家
実
習
は
４

日
間
と
短
期
間
だ
っ
た
が
、

田
尾
さ
ん
は
農
作
業
を
す

る
の
は
初
体
験
な
が
ら
も

奮
闘
し
た
。

　

４
月
23
日
と
24
日
の
両
日
は
、

（
株
）花
岡
Ｆ
Ｒ
Ｄ
フ
ァ
ー
ム（
内
海

宏
昭
代
表
）
宅
で
水
稲
の
播
種
作
業

を
行
っ
た
。
福
井
さ
ん
は
播
種
機
か

ら
流
れ
て
く
る
ト
レ
ー
を
取
っ
て
田

尾
さ
ん
に
手
渡
し
、
ト
ラ
ッ
ク
に
積

み
込
む
為
の
作
業
を
手
際
よ
く
こ
な

し
た
。

　

４
人
は
春
レ
タ
ス
や
花
卉
の
受
入

な
ど
を
行
い
、Ｊ
Ａ
の
販
売
や
生
産

業
務
を
体
験
し
た
。

　

北
見
市
出
身
の
田
尾
さ
ん
は
小
樽

商
科
大
学
経
済
学
科
で
４
年
間
学
ん
だ
。
農

業
実
習
は
初
め
て
で
、
実
習
を
終
え
「
農
業

は
想
像
以
上
に
人
手
が
必
要
だ
っ
た
。
大
変

だ
っ
た
が
楽
し
く
良
い
体
験
が
で
き
ま
し
た
」

と
感
想
を
述
べ
た
。

　

岐
阜
県
出
身
の
福
井
さ
ん
は
、
酪
農
学
園

大
学
で
４
年
間
学
び
、
農
家
実
習
の
ア
ル
バ

イ
ト
も
体
験
し
て
い
る
。「
土
に
触
れ
て
作

業
す
る
の
は
好
き
で
、
ま
だ
い
ろ
ん
な
こ
と

を
体
験
し
て
み
た
い
」
と
話
し
た
。

　

４
人
は
一
応
に
「
Ｊ
Ａ
や
農
家
組
合
員
が

や
っ
て
い
る
こ
と
を
サ
ポ
ー
ト
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
研
修
に
感
謝
し
て
お
り
、
農
家
組
合

員
や
職
員
の
方
々
も
や
さ
し
く
対
応
し
て
く

だ
さ
り
、
今
後
の
仕
事
に
活
か
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
た
。

　
４
人
に
と
っ
て
Ｊ
Ａ
む
か
わ
で
の
研
修
は

忘
れ
ら
れ
な
い
貴
重
な
体
験
と
な
っ
た
。
こ

の
研
修
で
組
合
員
と
Ｊ
Ａ
、
ホ
ク
レ
ン
の
つ

な
が
り
を
理
解
し
、
実
践
の
職
場
で
も
貴
重

な
体
験
を
活
か
し
、
農
や
食
で
社
会
貢
献
を

し
て
い
き
た
い
と
口
を
揃
え
た
。

　
Ｊ
Ａ
む
か
わ
は
５
月
20
日
、
鵡
川
中
央
小

学
校
６
年
生
５
名
を
受
け
入
れ
し
、Ｊ
Ａ
の

各
施
設
を
案
内
し
た
。

　

児
童
は
針
谷
康
彦
教
諭
に
引
率
さ
れ
、歩

い
て
Ｊ
Ａ
に
来
所
。
村
椿
太
俊
営
農
部
長
が

Ｊ
Ａ
の
各
施
設
を
案
内
し
て
課
外
授
業
を
行

っ
た
。

　

最
初
に
、花
卉
共
同
選
花
場
を
見
学
。
選

花
場
で
は
ス
タ
ー
チ
ス
の
選
果
と
箱
詰
め
に

つ
い
て
説
明
、選
花
後
は
予
冷
施
設
内
で
出

荷
日
ま
で
保
管
す
る
こ
と
な
ど
を
説
明
し
た
。

　

次
に
、
野
菜
の
集
出
荷
場
で
ほ
う
れ
ん
草

の
共
同
選
果
を
見
学
し
た
。
こ
の
日
は
、
11

名
の
パ
ー
ト
さ
ん
ら
が
、
下
葉
処
理
し
た
ほ

う
れ
ん
草
の
重
さ
を
は
か
り
コ
ン
ベ
ア
に
乗

せ
、自
動
袋
詰
め
さ
れ
る
工
程
を
見
学
し
た
。

　

施
設
内
に
は
、ハ
ウ
ス
で
栽
培
し
た
キ
ャ

ベ
ツ
が
出
荷
さ
れ
、児
童
は
箱
を
持
っ
て
重

さ
を
体
感
し
た
。
集
出
荷
場
に
は
、春
レ
タ

ス
や
キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
季
節
の
収
穫
物
が
順
次

入
荷
さ
れ
、コ
ン
テ
ナ
車
な
ど
が
出
入
り
す

る
。
ま
た
、
忌
避
剤
を
使
用
し
、
施
設
内
に

鳩
が
入
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

ト
マ
ト
の
共
同
選
果
場
に
足
を
運
び
、施
設

内
を
見
学
し
た
。
７
月
中
旬
か
ら
ト
マ
ト
の

出
荷
が
始
ま
り
４
レ
ー
ン
が
稼
働
す
る
。

　

見
学
後
、
児
童
は
事
前
に
調
べ
て
き
た
こ

と
を
村
椿
部
長
に
質
問
し
た
。

Q
「
鵡
川
で
は
ど
ん
な
農
畜
産
物
の
種
類

が
あ
り
ま
す
か
」　

A
「
Ｊ
Ａ
む
か
わ
で
は
お
米
や
麦
、
大
小

豆
な
ど
の
農
産
物
と
、
畜
産
で
は
乳
牛
と

和
牛
、
野
菜
で
は
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
や
ト
マ

ト
、
レ
タ
ス
、
ほ
う
れ
ん
草
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、

カ
ボ
チ
ャ
な
ど
10
種
類
以
上
と
花
卉
な
ど

が
あ
り
ま
す
」

Q
「
野
菜
が
高
く
な
る
の
は
い
つ
で
す
か
」

A
「
も
の
が
少
な
く
な
る
時
で
、
そ
れ
ぞ

れ
収
穫
時
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
」

Q
「
一
番
忙
し
い
時
は
」

A
「
７
月
か
ら
10
月
で
収
穫
物
が
増
え
る

時
で
す
」

Q
「
１
年
の
売
り
上
げ
は
」

A
「
昨
年
は
73
億
円
で
、
お
米
の
価
格
が

高
く
な
っ
た
こ
と
や
野
菜
が
増
え
た
の
で

過
去
最
高
額
と
な
り
ま
し
た
」

Q
「
施
設
管
理
で
大
変
な
こ
と
は
」

A
「
温
度
や
湿
度
を
管
理
し
、
品
質
を
保

つ
こ
と
で
す
」

Q
「
農
業
で
一
番
大
変
な
こ
と
は
」

A
「
天
候
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
で
す
」

Q
「
仕
事
で
楽
し
い
こ
と
は
」

A
「
農
家
の
人
が
笑
顔
に
な
っ
て
く
れ
る

こ
と
で
す
」

　

児
童
は
見
学
し
た
こ
と
や
質
問
の
答
え
を

そ
の
都
度
記
録
し
た
。
児
童
は
「
た
く
さ
ん

の
こ
と
を
教
え
て
も
ら
い
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
」
と
お
礼
を
述
べ
て
帰
校
し
た
。

　

村
椿
部
長
は
「
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち

に
農
業
の
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
は
大

切
な
こ
と
な
の
で
、
今
後
も
協
力
し
、
支
援

し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
た
。

中央小6年 JAむかわ施設見学

地域の農業を学ぶ

体
験
を
新
職
場
の
仕
事
に
つ
な
ぐ

ホ
ク
レ
ン
新
入
職
員
実
習
受
け
入
れ

実
習
は
楽
し
い
で
す
。
福
井
さ
ん（
右
）と
田
尾
さ
ん（
左
）

苗の受け渡し作業をする福井さんと田尾さん

４

20
月

日

５

20
月

日

質
問
を
し
メ
モ
を
取
る
児
童
ら

キャヘツの箱を持って重さを確認
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察
し
た
。
９
棟
の
ハ
ウ
ス
で
ス
タ
ー
チ
ス

を
栽
培
す
る
森
和
也
さ
ん
で
は
、現
在
収
穫

し
て
い
る
ほ
場
を
視
察
し
た
。
順
次
部
会

員
の
ほ
場
を
巡
回
し
、栽
培
途
中
経
過
や
採

花
状
態
等
を
つ
ぶ
さ
に
視
察
し
て
、同
行
し

た
種
苗
会
社
の
社
員
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を

受
け
た
。

　

住
化
ア
グ
リ
テ
ッ
ク（
株
）の
伊
藤
さ
ん

は
「
む
か
わ
は
大
事
な
産
地
で
、当
社
の
オ

リ
ゾ
ン
バ
イ
オ
レ
ッ
ト
を
一
株
一
株
し
っ

か
り
と
栽
培
管
理
し
、品
種
の
特
性
を
引
き

出
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
」
と
感
謝
し
た
。

　

清
野
雅
之
部
会
長
は
「
新
品
種
試
験
を

行
っ
て
、鵡
川
の
気
候
風
土
に
合
い
、消
費

者
受
け
す
る
品
種
を
選
定
し
て
い
る
。
巡

回
す
る
こ
と
で
栽
培
技
術
を
高
め
、病
害
虫

や
規
格
、適
期
採
花
、出
荷
な
ど
に
最
善
を

尽
く
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、予
冷
し
て
花

持
ち
や
色
あ
い
、色
の
濃
さ
な
ど
ベ
ス
ト
の

状
態
で
出
荷
し
て
い
く
」
と
説
明
し
、「
気

象
条
件
や
品
種
に
よ
り
栽
培
方
法
は
異
な

る
の
で
、常
に
挑
戦
す
る
気
持
ち
で
部
会
員

が
ひ
と
つ
に
な
り
、良
質
の
品
物
を
安
定
供

給
し
て
い
き
た
い
」
と
力
を
込
め
た
。

　

む
か
わ
の
ス
タ
ー
チ
ス
は
ブ
ラ
ン
ド
名

「
H
O
K
K
A
I
D
O 

M
U
K
A
W
A 

夢

シ
リ
ー
ズ 

む
か
わ
の
花
」
で
全
国
の
花
き

市
場
に
出
荷
し
て
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。

ＪAむかわ (2026 年7月号)

社
会
福
祉
協
議
会
に
介
護
用
品
贈
呈

地
域
貢
献
事
業
13
年
目
に

ＪＡむかわ緊急時のご連絡先

☎ ０１２０－２５８－９３１
（ＪＡ共済事故受付センター）　

☎ ０１２０－０６３－９３１
（ＪＡ共済サポートセンター）

☎ ０１２０－９４４－９０４
（ＪＡバンクキャッシュカード紛失共同受付センター）

☎ ０１２０－１５９－６７４
（三菱ＵＦＪニコス（株）盗難紛失受付センター）

※ＪＡカード一体型の盗難・紛失においては両方
にご連絡ください。

● お客様の事故トラブル

● お車のレッカー・ロードサービス

● キャッシュカードや通帳の紛失・盗難

● ＪＡクレジットカードの紛失・盗難

※業務時間内（平日9時～17時）には当JＡにご
連絡ください

　
６
月
９
日
、む
か
わ
町
四
季
の
館
で
む
か

わ
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
介
護
用
品
を
贈

呈
し
た
。
社
会
貢
献
活
動
事
業
の
一
環
と

し
て
地
域
社
会
と
共
に
歩
む
Ｊ
Ａ
む
か
わ

の
取
り
組
み
は
今
年
13
年
目
と
な
っ
た
。

　

地
域
住
民
の
期
待
も
大
き
く
、今
年
も
協

議
会
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
、歩
行
器
1
台
と
手

す
り
た
ち
あ
っ
ぷ
４
台
を
寄
贈
し
た
。

　

四
季
の
館
研
修
室
で
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、

長
門
宏
市
組
合
長
が
町
社
協
の
木
澤
省
司

会
長
に
目
録
を
手
渡
し
た
。

　

贈
呈
式
で
長
門
組
合
長
は
「
Ｊ
Ａ
の
活

動
は
町
民
の
み
な
さ
ま
の
お
か
げ
で
成
り

立
っ
て
い
ま
す
。
町
民
が
必
要
と
す
る
介

護
用
品
を
選
び
ま
し
た
の
で
有
効
に
ご
活

用
く
だ
さ
い
」
と
話
し
た
。

　

木
澤
会
長
は
「
長
年
に
渡
り
大
変
貴
重

な
介
護
用
品
を
寄
贈
し
て
頂
き
、感
謝
と

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
有
効
に
活
用
さ

せ
て
頂
き
ま
す
」
と
返
答
し
た
。

　
む
か
わ
町
栃
丸
直
士
町
長
が
来
賓
と
し

て
出
席
し
、「
介
護
用
品
が
必
要
な
高
齢

者
が
増
え
て
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
む
か
わ
の
長

年
の
取
り
組
み
は
町
民
の
健
康
寿
命
に
貢

献
し
て
お
り
、感
謝
申
し
上
げ
ま
す
」と
述

べ
た
。

　

協
議
会
は
寄
贈
さ
れ
た
介
護
用
品
を
希

望
す
る
町
民
に
最
長
１
ヶ
月
を
限
度
と
し

て
無
償
貸
出
し
す
る
。

　
Ｊ
Ａ
む
か
わ
は
２
０
１
４
年
か
ら
社
会
貢

献
事
業
活
動
を
行
い
、介
護
用
品
の
車
椅
子

や
歩
行
器
な
ど
需
要
の
高
い
品
々
を
贈
呈

し
て
き
た
。

贈呈式出席者で記念撮影

６

９
月

日

　
５
月
25
日
か
ら
ス
タ
ー
チ
ス
の
共
同
選
花

が
始
ま
り
、鵡
川
花
き
生
産
組
合
の
ス
タ
ー

チ
ス
が
最
盛
期
を
迎
え
た
。

　

共
同
選
花
場
に
は
、生
産
者
が
採
花
し
た

花
が
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で
持
ち
込
ま

れ
、
臨
時
職
員
ら
16

名
で
、午
前
８
時
か
ら

午
後
５
時
頃
ま
で
選

花
作
業
を
行
っ
て
い

る
。
選
花
場
で
は
余

分
な
葉
や
長
さ
を
揃

え
、
規
格
や
品
質
を

統
一
し
、週
３
回
の
出

荷
日
に
は
日
量

３
０
０
㌜
を「
む
か
わ

の
夢
シ
リ
ー
ズ
」と
し

て
全
国
16
の
市
場
に

出
荷
し
て
い
る
。

　

ス
タ
ー
チ
ス
部
会

で
は
市
場
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
、
安
定
供
給

を
継
続
し
、
信
頼
関

係
を
築
い
て
い
る
。

規
格
は
特
２
Ｌ（
１
箱

80
本
）、２
Ｌ
、Ｌ（
１

箱
１
０
０
本
）、Ｍ（
１

箱
１
５
０
本
）、Ｓ（
１

箱
２
０
０
本
）の
５
段

階
。
検
品
は
生
産
者
全

員
で
行
い
、
厳
選
し
た

製
品
を
出
荷
。
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
あ
り
日
持
ち

の
す
る
オ
リ
ゾ
ン
バ
イ
オ
レ
ッ
ト
を
主
に
、

市
場
や
消
費
者
の
評
価
も
高
い
。
種
苗
メ
ー

カ
ー
の
住
化
ア
グ
リ
テ
ッ
ク
（
株
）の
品
種

は
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
あ
り
、
退
色
遅
く
鵡
川
に

適
し
て
い
る
。
鵡
川
花
き
生
産
組
合
は
種
苗

の
品
種
試
験
も
積
極
的
に
行
い
、流
行
の
先

取
り
を
実
践
し
て
い
る
。

　

現
在
は
９
戸
の
出
荷
だ
が
、７
月
中
旬
か

ら
８
月
の
お
盆
に
は
全
11
戸
が
出
荷
し
、
最

盛
期
を
迎
え
る
。

５

25
日

月

選
花
す
る
従
業
員
の
皆
さ
ん週900ケースを全国市場に出荷

　
Ｊ
Ａ
む
か
わ
花
き
生
産
組
合
ス
タ
ー
チ

ス
・
リ
シ
ア
ン
サ
ス
部
会
は
６
月
11
日
、８

部
会
員
の
栽
培
ほ
場
を
巡
回
し
、栽
培
管
理

状
態
や
新
品
種
の
生
育
状
況
を
観
察
し
た
。

　

巡
回
に
は
、
住
化
ア
グ
リ
テ
ッ
ク
（
株
）

の
伊
藤
瑞
樹
さ
ん
と
福
花
園
種
苗（
株
）の

香
川
正
美
さ
ん
が
同
行
し
た
。

　

栽
培
軒
数
は
11
戸
だ
が
作
付
面
積
は
全

道
上
位
に
位
置
し
て
い
る
。
部
会
で
は
全
員

の
ほ
場
を
巡
回
し
、市
場
や
消
費
者
が
求
め

る
質
の
高
い
商
品
づ
く
り
に
努
め
て
い
る
。

さ
ら
に
新
品
種
を
試
作
し
て
消
費
者
の
ニ

ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、花
市
場
な
ど
と

情
報
を
交
換
し
、品
種
の
更
新
を
行
っ
て
い

る
。

　
６
棟
の
ス
タ
ー
チ
ス
を
栽
培
す
る
辻
雄
一

さ
ん
で
は
、４
月
に
ハ
ウ
ス
ほ
場
に
定
植
し

た
福
花
園
の
キ
ノ
ブ
ル
ー
ム
や
Ｔ
Ｓ
の
金
峰

な
ど
の
生
育
状
態
や
防
除
管
理
な
ど
を
視

ス
タ
ー
チ
ス
ほ
場
巡
回

種苗会社社員の生育状況説明を聞く部会員

し
っ
か
り
管
理  

生
育
順
調

スターチス共同選花最盛期



正組合員 317 人、准組合員 914 人、計 1,231 人
出資金 11 億 1 千万円、貯金高 225 億 5 千万円、販売高 9 億 974 万円 JA MUKAWA＝ 組合員の結集報告＝

 （6 月末現在）

編 集 後 記

みんなで田植え楽しかったよ！（2026 年 5 月実施）

☆田植えが終わり田は緑の絨毯に変わった。青空を映し輝く田
は美しい。今年は雨不足に近い状況だが、大きな災害もなく
作物は天地の恵みを受けて生育している。ＪＡむかわ蔬菜販
売額の半分近くを占めるブロッコリーの収穫が６月８日から始
まった。☆私は疲れたら体を休めますが、作物は休まず生長し
続け、実を稔らせ、天変地異に遭っても必死で子孫を残そうと
している姿に感銘し感動している。☆人間はＡＩなどを発明し
て常に進化を遂げているが、逆に世界の紛争はたえることがな
い。人間にとって本当に大切なことは２度と戦争をせずに平和
な社会がつづくことではないでしょうか。殺し殺され、憎しみと
悲しみの連鎖は感情を持つ人間の愚かしさだ。許し合い助け
合いがなぜできないのか。地球上の生きとし生けるものの未
来を持続させるにはどうすればいいのかを考え、毎朝祈ってい
ます。さらに、飢えに苦しむ人達を救うことができたらどんなに
素晴らしいかとも思います。現在日本の食糧自給率は38％です。
食糧の輸入をストップされれば死活問題です。地球上では約
８億もの人が飢えで苦しんでいるのが現実です。☆イランとイ
スラエル、アメリカによる紛争。イランによりホルムズ海峡が閉
鎖され石油が入ってこない状況が続き、国内で石油を原料とす
る製品が不足し、さまざまな分野で困窮しています。それに加
えて諸物価の高騰はとどまることがありません。豊かな自然に
恵まれている日本ですが、超エルニーニョ現象は温暖化を加速
させ、近年頻繁に起こる災害の脅威は計り知れません。暗い厳
しいことばかりを述べましたが、取材を通してみんな元気で頑張っ
ています。今後、むかわに移住してきた人達を順次取り上げま
すので応援よろしくお願いします。夏の青空に沸き立つ入道雲
のように今月も元気に過ごしましょう。（Ｈ・Ｎ）

正組合員（ご家族）と元職員の方々が逝去されました。

地区名　　　氏　　名　　　享 年　  逝去月日

謹んでご冥福をお祈り致します。
お
く
や
み

宮　戸
キキンニ
生　田

さん

さん

さん

山下　与造  78 歳
 77 歳
 82 歳

５月 10 日

宮下　重嗣 ５月 11 日
６月 ５日松浦　繁雄

2026 年 5 月号の表紙を飾った人たち

服
部
澪
奈
さ
ん
（
お

父
さ
ん
は
展
和
さ

ん
）

横
山
菜
桜
（
な
よ
）

さ
ん
（
お
父
さ
ん

は
正
法
さ
ん
）

山
下
凌
駕
さ
ん
（
お

父
さ
ん
は
考
弘
さ

ん
）

貞
野
楓
汰
さ
ん

（
お
父
さ
ん
は
春

樹
さ
ん
）

加
藤
柚
奈
さ
ん
（
お

父
さ
ん
は
奨
さ
ん
）

菊
池
杏
奈
さ
ん
（
お

父
さ
ん
は
学
さ
ん
）

萩
原
吏
都
（
り
つ
）

さ
ん
（
お
父
さ
ん

は
主
税
さ
ん
）

西
村
律
さ
ん
（
お

父
さ
ん
は
昭
人
さ

ん
）

細
川
南
那
美
さ
ん

（
お
父
さ
ん
は
知
希

さ
ん
）

齋
藤
晴
慎
さ
ん
（
お

父
さ
ん
は
政
和
さ

ん
）

新
井
田
卯
依
さ
ん

（
お
父
さ
ん
は
知
輝

さ
ん
）

佐
々
木
颯
士
さ
ん

（
お
父
さ
ん
は
理
人

さ
ん
）

十
文
字
優
希
菜
さ

ん
（
お
父
さ
ん
は

降
雪
さ
ん
）

辻
伊
織
さ
ん
（
お

父
さ
ん
は
雄
一
さ

ん
）

鈴
木
加
代
美
さ
ん

（
Ｊ
Ａ
む
か
わ
農
業

振
興
部
職
員
）

【訂正】５月号令和８年度団体役員の中で、胆振東部軽種馬振興会の
理事「平岡茂樹」さんは「平岡裕也」さんの誤まりでした。


